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ハンドベル演奏法の研究
②お琴のパート
お琴は通常指にはめた爪で弦を引っかく奏法で演奏を行う。そのニュア
ンスを損ねないよう表現するために、冒頭部分（楽譜2）の演奏を、ベル
を机の上においたままの状態でクラッパーを弾き、ただちに上方向に持ち
上げるプラーク・リフト（PLLift、・↑）奏法で、また2番目の音からは
机にベルを叩き付け、直ちにベルを上方向に持ち上げるマルテラート・リ
フト（MartLift、▼↑）奏法で演奏することを考案する。
さらに、冒頭部分プラーク・リフト、マルテラート・リフト奏法を行っ
た後、音色にビブラート効果を持たせるため、螺旋状にベルを回転させな
がら上方向に振り上げて行くジャイロ（Gyro）奏法を取り入れた。
曲中のトレモロ部分（楽譜3）はマレットを使用。マリンバ奏者が片
手で二音を一緒に鳴らすために用いる、マレットを片手に2本もって演
奏する奏法をハンドベルに応用。マレットをベルの幅よりやや広めに開
き、ベルの横腹を、 手首を横に振りながらマレットで叩くマレット・ロー
ル（Malletro11）奏法（写真1）。さらにベルを2音並べておき、その間
を一本のマレットで手首を横に振りながら叩くマレット・ロール（Mallet
ro11）奏法（写真2）を考案する。
ハンドベル用マレットはマルマーク社から市販されていたが、当時の日
本ではまだ知られておらず、所有しているチームもごく僅かであった。
我々はハンドベルの音作りにマレットは欠かせないものと考え、他のチー
ムより先駆けて導入した。特に低音の音作りには欠かせないものとなって
いる。
（写真1） （写真2）
11
荒井弘高
なお「春の海」のハンドベル用楽譜は、1997年にアメリカのAGEHR
PUBLISHINGより審査を経て出版されている。
2）「ファランドール」における演奏法
ビゼー作曲アルルの女第二組曲「ファランドール」も第5回ハンドベル
世界大会への参加のために力を入れ練習を行った曲である。ここでは曲想
作りに次に掲げる演奏法を考案した。
①低音における連続音のマレット使用
②ハンドベル以外の打楽器とのアンサンブル
①低音における連続音のマレット奏法
「ファランドール」は原曲がオーケストラ曲である。弦楽器などによる
細かくきざまれるリズムが多い。そのリズムをハンドベルのリング（通常
の奏法）できざむには限界があり、またその効果を高めるため、その連打
を、ベルを机の上に置いた状態で両手のマレットで叩く奏法を行った。
世界大会のラリーリングでは外国のチームが、通常プラーク奏法で演奏
される「プリンク、プランク、プルンク」を少人数で演奏する場面があっ
た。このような演奏法があるのかと驚き、さっそく帰国後の「帰国演奏
会」のお楽しみコーナーにおいて、当クワイアの学生によって再現させ
た。このことによりマレットの魅力に一層取り愚かれた筆者は、マレット
を多用した演奏法を次々と行うこととなった。
現在マレット奏法は当クワイアの最も大切な演奏法の一つとなってい
る。当初「乱暴者」と評されることもあったが、マレットを多用すること
から生まれる音楽効果が次第に評価されるようになり、現在ハンドベル界
では「マレットの荒井」と呼ばれている。
マレット奏法の取り組みは後で詳しく述べる。
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②ハンドベル以外の打楽器とのアンサンブル
原曲では幾つかの打楽器が登場する。その中でも代表的な楽器であるタ
ンバリン、そしてシンバルを原曲に忠実にハンドベルの演奏に加え、そし
てクワイアチャイムも交えアンサンブルを行うことにした。限られた人数
で、しかもハンドベルの演奏だけでも大変なところであるが、少しでも手
の空いているメンバーを、それもワンフレーズごとに捜し出し、その都度
担当を変えながら演奏を行う方式を採用する。
また、ハンドベル音楽の音域は通常のピアノなどの音より一オクターブ
上の音に設定されている。タンバリンを加えるにあたっては、タンバリン
に付けられているスズの数、そしてその音の高さ、太鼓の部分の音の高さ
がハンドベルの音とマッチしなくてはならない。そこで注意を払い、ハン
ドベルとのアンサンブルに支障をきたさないよう慎重に楽器選びを行う。
結果ハンドベル演奏において、タンバリン・シンバルそしてクワイア
チャイムの音色が効果的に彩りを添えることができ、カナダにおいての最
初の演奏会、「カナディアン・メモリアル・チャーチ」ではブラボーの出
る演奏となった。
3）オーケストラ的演奏法
初めて参加した世界大会は、自らの演奏を通して、また多くのチームの
演奏を聴き、そこからさらにハンドベルの演奏方法に対し様々な思いを抱
くこととなった。
先にも述べたが、ハンドベルの音色は単純な音色であり、だれにでも気
軽に音の出せる楽器である。しかしそこから生まれる音楽は非常に美し
い。特に経験豊富なリンガーの揃っているチームの演奏を聴くと、感銘を
覚えるような美しい演奏を聴くことができる。しかしその音楽に対しても
次第に物足りなさを感じてくることがある。
その原因として、次の二つのことが考えられる。一つは、ハンドベルの
奏でた音は、音が出た瞬間からデクレッシェンドが始まる減衰音の楽器で
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あること。二つ目は、奏でられる音色がハンドベルの音一色であること。
ダイナミックな表現のできるピアノも減衰音楽器の一つであるが、ダン
パーペダルを踏むことによりある程度音を長い間保持することができる。
しかしハンドベルにはそういった機能が存在しない。そこから誕生する音
楽、特に長く延長され演奏される音の多い音楽は、それが素晴らしい音楽
であってもその音色は我々の耳には長くとどまっては聞こえてこない。そ
のためハンドベルの演奏は残響が命となっており、ハンドベルは教会から
出た楽器であることから、教会のような残響のある空間が最も適している
と言われている。
一方、オーケストラ曲には様々な楽器が登場し、その音色も多種多彩で
ある。そこに登場する楽器も吹奏楽器・弦楽器が中心であり、ほとんどが
持続音の楽器である。そのためクレッシェンド・デクレッシェンドが自在
にでき、音を自由に延長することができるため、様々なダイナミックな表
現が可能となっている。ハンドベルはだれが演奏しても音が単一のため、
その音をどう演奏したら多彩な表現ができるようになるのかが、決め手と
なってくる。
そこで先に述べた「春の海」「ファランドール」の経験を踏まえ、次に
示した曲を中心にさらに多くの演奏法を研究し、演奏を行った。
①ハチャトリアン作曲「剣の舞」
「剣の舞」はオーストラリア、アデレードにて開催された第6回世界大
会で発表した曲である。低音を増強するためアルミ製のローベルを導入
し、6オクターブでの演奏を行う。大会中のラリーリング演奏会では大き
な拍手を戴き、アンコールなしの演奏会にもかかわらず異例のアンコール
に応え、演奏（カルメン序曲）を行った。
②ロッシー二作曲「ウイリアムテル序曲」
7オクターブ編成とし、アメリカ、アルバーカーキにて開催の第7回世
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界大会のソロリング演奏会（各国代表チームによる演奏会）にて演奏を
行った曲であり、盛大なスタンディング・オベーションであった。
③チャイコフスキー作曲「くるみ割り人形」メドレー
日本、幕張メッセにて開催の第8回世界大会に参加。最終日のファイナ
ルコンサートに日本代表で出演し、演奏した曲である。会場は大きな拍手
が渦巻いた。
以上の挙げた曲は、その演奏方法を年々進化させたスタイルとなってい
る。それらの曲の演奏における演奏法の留意点は次の6点であった。
①第6・第7オクターブによる低音の重視
②5オクターブ・クワイアチャイムの有効利用
③マレットの使用法（特に連打音、低音の有効利用のため）
④オーケストラ曲のそれぞれの楽器の特色を生かした演奏法
⑤各フレーズの音色の変化（様々な奏法による）
⑥持続音におけるトレモロ奏法の確立
現在日本において第6・第7オクターブの楽器を導入しているチームは
当クワイアの他に数チームしかない。市販の楽譜も2～5オクターブ用の
楽譜がほとんεであり、その楽譜も主にハンドベル連盟を通じ購入する。
従って当クワイアの所有する7オクターブ用め楽譜はほとんど販売されて
いないのが現状である。
既存の楽譜を用いる場合には、原曲の和音構成および曲想を損ねぬよう
低音を足す必要がある。世界大会等のマスリンギングの演奏時には、その
曲の作曲者・編曲者より、他のチームにない当クワイアの低音ベルに対
し、「この音を足して下さい」と言った注文が数多くあるのも事実である。
しかし、第6・第7オクターブの低音ベルは女性が扱うには重すぎるた
め、腕などにかなりの負担をかけることが多い。また低音ベルは形状が大
きいわりに大きな音量を出せないのが難点でもある。そこで当クワイアの
スタイルとなっているマレットを、さらに多用することとなった。
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マレットはその音の高さにより、形状・重さが異なり、最も適した物を
選び使用する。低音ベルのマレットは柄の部分が太く、先の叩く部分が大
きくて重い。これを両手でトレモロ演奏するマレット・ロール奏法は、手
首に対しかなり負担をかける。しかしリングするよりは遥かに大きな音を
出すことができるため、オーケストラ曲を編曲するには無くてはならない
奏法となっている。またそこから繰り出される音は、その組み合わせによ
りあたかもオルガンであるかのような音色を醸し出すことも多々あり、驚
きの一瞬でもある。
（2008年2月ハワイ、ウインドワードコミュニティーカレッジにて演奏）
（マレット奏法は低音ベルの主流となる）
また当クワイアは音楽作りをする際心がけていることは、「現在どんな
音色が出ているか」を注意深く聞き取りながら練習すること。そして、さ
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らに良い音色作りをするための様々な試奏を試みていること。その結果最
初に書き上げた曲と異なる楽譜が出来上がることが多いのも事実である
が、そんな過程は筆者自身もまたリンガー達にも最も楽しい時でもある。
この取り組みの評価は、演奏後の観客からの反応により得られることが
多い。音楽以外の分野との相違点は、点数の付けられないものであり、聞
く側の感性によることが多い。そしてその演奏は空中に放出され、形とし
ては決して見えない、まさにその瞬間における芸術なのである。その場に
居合わせた、聞く者の心にのみ記憶として残るものなのである。
当クワィアの演奏は、世界大会において常に大きな拍手と、スタンディ
ング・オベーションを得ている。聞いてくれる人々も、ほとんどがハンド
ベルの愛好家であり演奏者たちである。これはハンドベル音楽に対し常に
挑戦し続け、常に斬新な演奏法を使用しての我々に対する評価ではなかろ
うか。
以後、現在に至るまで当クワイアはハンドベルの演奏に様々な打楽器、
鍵盤楽器などを加えながらの演奏活動を行っており、これが我がチームの
スタイルともなっている。隔年開催の世界大会のでは「今回は何をするの
か」と、注目の的となっているのも事実であり、楽しみにしている人も多
いようである。また、今日このようなスタイルで演奏を行うチームの姿を
数多く見かけられるようになったことは、たいへん喜ばしいことである。
そして、近年参加の世界大会においてはピアノ曲・オーケストラ曲など
を中心にさらにレベルを向上させた演奏を披露しており、毎回スタンディ
ング・オベーションが出るような評価を得ている。なお、この件に関して
の演奏法については次稿で詳しく述べることとしたい。
5．終わりに
戦後アメリカの宣教師によって紹介されたハンドベル。1976年には日本
ハンドベル連盟が設立され7チームによるフェスティバルが開催された。（1。）
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現在では登録チームだけでも有に600を超えているようであり、その年齢
層も幼稚園児から高齢者のチームまで様々である。年1回開催されるハン
ドベル全国フェスティバルでは、幼稚園児の奏でる演奏、聾唖者の奏でる
演奏と多種多様のチームが出演し、毎回様々な方達との交流が楽しみと
なっている。
演奏技術も近年飛躍的に伸び、それぞれのチームの特色がよく出た演奏
が聴かれる。これはハンドベルがキリスト教の教会から出た楽器であり、
各国のハンドベル連盟の方針が「争うことをしない」と言う精神から、す
べての演奏会がフェスティバル形式で行われることに関係があるのではな
いだろうか。
今回述べてきた演奏法の研究は全体のほんの一コマであり、それも学生
の協力なくして得られなかったものである。学生は楽譜が完成しそれを見
た瞬問「こんな音符で真っ黒な楽譜は演奏できません」などと拒否反応を
見せた場面も多々あったが、それでも練習過程において、チーム全員が心
を合わせ、筆者の困難な要求を何とか受け入れ、切磋琢磨しながら取り組
んでくれたからこそ完成したものも多く、たいへん感謝している。
人は不思議なものである。そして若さとは偉大なものである。当クワイ
アは、入部したメンバーほとんどが生まれて初めてハンドベルを触る学生
ばかりであり、中学や高校時代での経験者はこの20年で僅かに2名しかい
ない。このような環境下において、どうしたら学生自身満足のいく演奏を
行えるようになるかが筆者自身の課題でもあった。しかし、ハンドベル部
に入部した当初の気持ちは学生それぞれであっても、同じ目標を持ち一丸
となり立ち向かうと、演奏技術は勿論のこと協調性・精神力そして集中力
の向上など、ハンドベルはそんな素晴らしさを、学生たちに自然に与えて
くれる楽器なのである。
「一楽器一音」というハンドベルの特性で、何オクターブもの楽器を使
用し、何人もの人とでひとつの曲を演奏するということは、ひとつの「大
きな楽器」のようなものであり、また「究極のアンサンブル」でもあるの
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だ。
現在ハンドベルの卒業生は280名を超えている。学生時代に培った協調
性・精神力・責任感そして集中力によって、更にはそこで育まれた友情が
将来必ずやさらに美しい花を咲かすことができるであろうことを信ずる。
ハンドベルの音楽はまだまだ奥が深い。楽譜を制作し、音出しする度に
新たな演奏法、音色を発見する。これからも白鴎大学ハンドベル部を指導
しながら歩み続け、歴史を重ね、新たなハンドベル音楽の創造に夢を託し
て行きたい。
ン王
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